
国際保健のお仕事日記

コロナ禍の最中のWHO西太平洋地域事務局
着任

世界保健機関西太平洋地域事務局（WPRO）
Partnership in Technical Cooperation, Technical Officer / Nursing Officer

芝田 おぐさ
看護師、保健師。上智大学法学部卒、聖路加国際大学卒、ロンドン大学衛生
熱帯医学大学院修了。聖路加国際病院、厚生労働省医政局看護課、医療安全
推進室、大臣官房厚生科学課などをへて、2020年4月にWPROに出向。

　フィリピン・マニラにあるWHO西太
平洋地域事務局（WPRO）にPartnership 
in Technical Cooperation(PTC) / 
Technical Officer として着任して、もう
す ぐ １ 年 が 経 ち ま す。私 の 職 務 は、
WPROにおける日本案件や日本に関連
する業務をファシリテートすること、日
本の拠出金の管理を行うことなどです。

厚生労働省から WHO 西太平洋
地域事務局への出向

厚生労働省で新型コロナウィルス
感染症対策対応中の辞令

　私は厚生労働省の看護系技官で、
WPROには出向での赴任です。厚労省内
に緊急設置された新型コロナウィルス感
染症対策本部の一員として、昼となく夜
となく対応にあたっている最中でした。
これまでの人生で最も忙しく、極限状態
で働いている中でのWPROへの辞令でし
た。引っ越しなどの準備もほとんどでき
ないまま、着の身着のままでマニラに向
かいました。

WHO 西太平洋地域事務局へ、
感染管理下での就業

　4月7日に日本政府が7都府県に緊急事
態宣言を発令した1週間後、私はWPRO
に赴任のため、成田空港からマニラのニ

ノイアキノ空港へ向かっていました。世
界中で厳しい水際対策措置をしていたた
め、成田空港はまるで自分以外の人が忽
然と消えてしまったのではないかと錯覚
するようでした。マニラに到着後も、当時
マニラ首都圏は最も厳しい都市封鎖をし
ていたため、物流もライフライン等に関
連するものしか認められておらず、マニ
ラに象徴的な街の喧騒や車の渋滞はなく、
人通りもほとんどない状態でした。スー
パーくらいしか開店していません。街の
静寂の中にニワトリの鳴き声が響き渡っ
ていたことを印象深く覚えています。
　マニラ到着翌日から地域事務局勤務が
始まりましたが、感染管理の観点から事
務局職員約300人のうち50%から75％は
テレワークで就業することになっており、
ソーシャルディスタンスがしっかり保て
る環境が整備されていました。マニラの
市中感染の状況は長期に及び、フィリピ
ン全体では継続的に2000~4000程度の
感染者数が報告されています。そんな中、
事務局職員に陽性者が出ることも当然な
がらありますが、そういったインシデン
トが発生した場合、即座に事務局独自に
接触者追跡が行われ、濃厚接触者は自宅
待機を指示されます。このような日々の
厳格な感染管理のもと、これまでに事務
局内でクラスターが発生したことはあり
ません。
　私の前任者は日本の拠出金の執行状況
について視察するため、定期的に加盟国

WPRO での私の役割と葛西地
域事務局長

　前述した通り、私の役割はWPROにお
ける日本案件や日本に関連する業務をフ
ァシリテートすること、日本の拠出金の
管理です。比重として大きいのは前者で
す。ご存知のとおり、西太平洋地域事務局
長は日本人の葛西健先生です。葛西地域
事務局長への日本からの取材や講演依頼
の対応も多く、その対処方針や講演内容
について地域事務局長と相談しながら準
備を進めています。関係部署と連絡を取
り合い最新の情報を収集したり、地域事
務局長のメッセージが日本の方々に正確
に、分かりやすく伝わるよう、プレゼンテ
ーションの資料作りに特に気を使ってい
ます。
　葛西地域事務局長は感染症や健康危機
のエキスパートであり、西太平洋地域事
務局の感染症対策や健康危機管理の体制
づくりに長年尽力し、成果を上げてきま
した。新型コロナ感染症対策においても
常に先を見据えています。これまで葛西

への出張をしていましたが、私は着任以
来、日本以外の出張は一度も経験できて
いません。国際保健の現場を直接見るこ
とができないのはとても残念に思います。
いい面としては、Virtualでの会議が増え
たため、多くの国の会議に効率的に参加
できていることでしょうか。
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地域事務局長の発言の中で印象に残って
いるものに以下のものがあります。「一人
ひとりの行動変容を基礎にし、その上で、
公衆衛生措置と社会経済活動を高次元で
バランスさせ、新しい常態を模索するこ
とが重要」（4月時点）、「個々人の感染症
対策は、自分のためだけでなく、自分の家
族やコミュニティへのためにも重要」（5
月時点）、「これからはニューフェーズに
入る。各国は感染拡大を受け、その抑制
対策を行い、その後は感染拡大と抑制を
繰り返しながら収束に向かう」（7月時点）、

「世界のどこかでウイルスが流行してい
る限り、どの国も感染リスクはなくなら
ない。だからこそ国際的な連帯が必要」と
いったものです。これらの発言内容は、今
となっては当たり前のように世の中に受
け止められていますが、当初は他にその
ような発言、考えをする人は稀で、事務局
内にもこれらの発言を真に理解している
人は多くはなかったように思います。新
型コロナ感染症が世界で猛威を振るうこ
のときに、葛西地域事務局長のリーダー
シップの下、直接指示を仰ぎながら働く
ことができることは、大変貴重で稀有な
経験をさせていただいていると感じてい
ます。

ナーシングオフィサーとして
の役割

厚労省と WHO の双方の業
務を経験して

　厚労省の技官は、通常は2年~3年ごと
に異動があるので、WHOの職員のように
特定分野で専門性を極めながらキャリア
を積むことが難しいと感じています。た
だ、技官としての専門性を持った行政官

（私の場合は看護師としての観点、専門性
を持った行政官）として経験を積んでい
ることを実感します。厚労省内のどの分
野、部門にいても、基本的な行政プロセス

は変わりません。調査・研究の結果を解
釈し、ステークホルダーとの協議内容、専
門家の意見を総合的に勘案し、何が国民
にとって最もよい政策なのかを考え、具
体的な制度に結び付けていきます。
　WHOで働くまでは、WHOの役割は

「基準作り」が重要だと思っていましたが、
実際は各国保健省へWHO国事務所を通
じた「技術的助言」が中核であると感じて
います。高度な専門性、科学的根拠と経
験に基づく「技術的助言」は、一方的に

「指導」するものでは決してなく、WHOは
飽くまで黒子でありつつも、保健省とと
もに二人三脚で政策立案や現場でのオペ
レーションを執行しています。各国政府
にとって効果的で有用な助言ができる
WHO職員となるためには、特定の分野に
特化した高度な専門性ももちろん重要で
すが、行政的観点を持つことも大変重要
だと感じています。これからWHOを目指
す方々に何かアドバイスができるとすれ
ば、自分の専門を深めつつ、ぜひ行政的観
点や行政プロセスについても興味を持っ
て学ばれると、WHOに入ってから大きな
武器になるのではないかと思います。

❶赴任時の成田空港（後ろのフライト掲示板の赤いのはすべて
欠航となったフライトです）
❷都市封鎖中のマニラ市内の道路（手前には「Frontliner 
Service」と掲示した車）
❸ベトナムの看護カンファレンスで講演（マニラからバーチャ
ルで参加）

　着任後しばらくして、当初の職務に加
えてナーシングオフィサーを任命されま
した。これまでWPROにナーシングオフ
ィサーはいなかったため、その役割につ
いて考えるところから始まりました。大
きくは西太平洋地域内に特有の看護師・
助産師の課題に取り組むこと、地域事務
局 政 策 文 書「未 来 に 向 け て（For the 
Future）」の実現に向けて看護職が貢献で
きることを促進することが自分の任務だ
と考え、今後の具体的アクションの計画
立案をしています。
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